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自 治 会 

自治会名 柳沢自治会 

自治会 

拠点住所 
上田市古安曽 3816 

U R L なし 

拠点施設名 

※公民館、 

自治会館など 

柳沢公民館 

世 帯 数 

該当世帯数に〇印 

50 未満 100以下 250以下 500以下 750以下 1,000 以下 1,000 以上 

 〇      

自治会の紹介 
位置や沿革、 

成り立ち、 

昔話など 

位置…塩田四地区(中塩田、東塩田、西塩田、別所)の東塩田地区の西側 

に位置している。 

沿革…安曽郷に属し、塩田庄となり、また塩田組となる。柳沢、石神、 

鈴子の三部落を合わせて西松本村と呼ばれていた。寛永 3年(1625年)西 

松本村は三村に分かれて、柳沢村、石神村、鈴子村となる。明治 8年に 

平井寺村を合併して古安曽村と改称された。明治 22年、町村制施工に伴 

い古安曽村と下之郷村を合わせて東塩田村となり、大字古安曽柳沢区と 

なる。昭和 24年 9月、富士山村と東塩田村が合併して東塩田村となる。 

続いて昭和 31年 5月、塩田四ヶ村が合併して塩田町となり、更に昭和 

45年 4月、塩田町は上田市と合併して上田市柳沢自治会となり、現在に 

至っている。（平成 3年 7月発行、「柳沢誌と伝承」より抜粋） 

柳沢地名の由来…凡そ、１２００年も昔から塩田地方は「安曽郷」と呼 

ばれていた。この安曽という名については、次のような説があります。 

古代、九州阿蘇地方にいた人々が大和地方(今の奈良県)にやってきて、 

大和朝廷をつくるため、大きな力となった。この人達は多氏と呼ばれ、 

その中の一族が信濃の国造(今の県知事)となって塩田地方に住み着いて 

出身地を偲び「安宗の郷」と名のっていたのではないかと言われている。 

「柳沢」という地名は読んで字のごとく、柳の木が多くある沢という意味

で呼ばれていたのかは定かではありませんが、「柳沢」という名が文書 

に初めて登場したのは、天正 6年(1578年)の上諏訪造宮帳といわれる古 

帳の中に「三の御柱、小県郡塩田一二郷の中、柳沢郷、1貫五百文、代官 

内蔵助」とあり、これが最初ではないかと思われる。（昭和 62年 11月 

30日発行、「ふるさと塩田・村々の歴史」より抜粋） 

組  織 
個人名を含まない 

組織図など 

自治会を５班長体制 

執行部…自治会長、副自治会長、会計、評議員 10名(監査員 2名兼任) 

役員選出…自治会五役にて選出し、定期総会において承認を受ける。 

役員任期…自治会長、副自治会長、会計は 1 年任期、評議員は任期の決

まりはない 
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定期総会…毎年１月の第 2日曜日、午後 1時から 

主な行事 

  
 

繭玉づくり、どんど焼き、天神講、堰払い・支道普請、安曾神社春季例祭・

勧学祭、引ト伊飛五寄社春祭り、手洗池水神祭、ごみゼロ運動、 

マレットゴルフ大会、手洗池草刈り(6月・8月)、南線水路草刈り(6月・ 

8 月)山林作業(年 2 回)、柳沢歴史散歩、青少年育成懇談会、人権同和懇

談会、分館バス旅行、敬老祝賀会、健康教室(茶会・昼食会)、安曾神社秋

季例祭・愛児祭、秋祭り・文化祭、ボーリング大会、しめ縄づくり 

第一次 

避難場所 

施設名 柳沢公民館 

住 所 上田市古安曽 3816 

その他自治会で指定された施設の施設名、住所 

東塩田小学校 上田市古安曽 1113 

防犯・防災 
〇管轄消防分団…第 15分団  〇自治会防災組織 

〇防犯協会…防犯指導員(男 1名、女 1名) 

安  全 
安協のとりくみなど 

上田市安全協会東塩田支会 理事(男 1 名、女 1 名)、評議員(各班より 1

名) 

環  境 
資源回収情報など 

各班当番にて毎月第三金曜日に資源回収 

そ の 他 
分館・育成会・消防・敬

老会・AED設置場所など 

〇分館活動 

分館長、副分館、分館主事、分館体育部長、分館部員(各班男 1 名・女 1

名)、青少年育成会長(分館長兼任)、小・中 PTA支部長 


